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避
難
場
所
の
日
頃
の
管
理
、

運
営
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
か

　

災
害
時
の
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て

い
る
一
部
の
施
設
が
普
段
か
ら
使
用
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、電
灯
が
つ
か
な
い
、

ト
イ
レ
が
使
用
で
き
な
い
な
ど
不
備
が

あ
る
。
今
後
、
場
所
の
見
直
し
や
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
環
境
な
ど
情
報
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

含
め
、
再
点
検
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

原
発
事
故
が
発
生
し
た
場

合
の
対
応
は
ど
う
す
る
か

　

近
隣
の
原
子
力
発
電
所
か
ら
50
㎞
圏

内
に
一
部
入
る
市
島
地
域
・
春
日
地
域

へ
の
訓
練
、
情
報
発
信
、
準
備
な
ど
の

対
応
計
画
を
示
し
て
ほ
し
い
。

自
治
会
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の

維
持
管
理
の
対
応
は

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
の
耐
用
年
数
で
更
新

が
同
時
期
に
な
り
、
自
治
会
の
負
担
が

増
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
負
担
軽
減
の

た
め
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
新
し
い
補
助
金
を
考

え
て
ほ
し
い
。

意
見
交
換
会

意
見
交
換
会

議
員
と
あ
な
た
の

議
員
と
あ
な
た
の

を
開
催
！

を
開
催
！

意見交換会

意見交換会でのご意見は

市議会ホームページにて

ご覧いただけます。

市民との意見交換会市民との意見交換会

政策立案や

提言に

　つなげる

意見を分野別に整理し

委員会に割振り

委員会で協議し

問題点や課題を洗い出す

市民からの

要望事項として

　　市に伝える

（回答を求める

　　ものも含む）

議長から市長へ意見交換会での
意見等一覧を提出しました

（令和７年７月１日）

みなさんの「声」を市への

提案へつなげるプロセス

　

令
和
７
年
５
月
12
日（
月
）～
16
日（
金
）、

丹
波
市
内
７
会
場
で
71
名
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
の
年
代
別
で
は
60
歳
代
41
％
、

70
歳
以
上
が
42
％
と
、
60
歳
以
上
が
約
８
割
を
占

め
ま
し
た
。
ま
た
、初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
は
全

体
の
36
％
で
し
た
。

地域づくり ・ 教育

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利
便

性
向
上
に
期
待

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、
旧
町
域
を

越
え
て
使
え
な
い
の
で
不
便
。さ
ら
に
、

大
型
商
業
施
設
・
病
院
・
公
的
機
関
が

立
地
す
る
地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
と

で
不
公
平
感
が
高
ま
っ
て
い
る
。
利
用

者
目
線
に
立
っ
た
利
便
性
向
上
を
期
待

す
る
。市

・
個
人
所
有
の
区
別
な
く

空
き
物
件
情
報
を
一
元
化

　

事
業
や
活
動
を
す
る
際
に
空
き
物
件

を
探
す
の
に
苦
労
し
て
い
る
。
市
・
個

人
所
有
の
区
別
な
く
、
一
時
貸
し
出
し

も
含
め
、
空
き
物
件
情
報
を
一
元
化
で

き
な
い
か
。

学
校
・
保
護
者
・
地
域
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
緊

密
化

　

学
校
を
取
り
巻
く
諸
課
題
の
解
決
に

は
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
。
こ
の

た
め
に
は
、
３
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
よ
り
一
層
、
緊
密
化
す
る
こ

と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

市政全般

丹
波
の
魅
力
を
発
信

　
Ｉ
タ
ー
ン
で
丹
波
に
移
住
し
て
、
丹

波
市
民
の
優
し
さ
を
知
り
、癒
さ
れ
る
。

素
晴
ら
し
い
丹
波
の
魅
力
を
も
っ
と

知
っ
て
ほ
し
い
。

大
規
模
な
ソ
ー
ラ
ー
施
設
の

今
後
は

　

大
規
模
な
ソ
ー
ラ
ー
施
設
が
撤
去
さ

れ
た
場
合
、
雑
種
地
か
ら
山
林
へ
戻
す

時
の
基
準
が
あ
い
ま
い
だ
。
国
が
や
る

べ
き
で
あ
る
。

ご
み
袋
の
半
額
化

　

ご
み
袋
料
金
が
安
く
な
り
、
あ
り
が

た
い
。
安
く
な
っ
た
こ
と
で
不
法
投
棄

も
減
っ
た
と
思
う
。

防災 ・ 減災

１２３

１２３

１２３
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意見交換会を終えて

議員の印象に残った意見
地域づくり地域づくり

観光観光

防災防災

福祉福祉

公共交通公共交通

議会運営議会運営 環境環境

企業誘致企業誘致
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細細
ほ そ みほ そ み

見見　　昭昭
あきふみあきふみ

文文

奥奥
おくむらおくむら

村村　　正正
まさゆきまさゆき

行行

小小
お が わお が わ

川川　　庄庄
しょうさくしょうさく

策策

前前
ま え だま え だ

田田　　安安
や す きや す き

城城

酒酒
さ か いさ か い

井井　　浩浩
こ う じこ う じ

二二

西西
にしもとにしもと

本本　　嘉嘉
よしひろよしひろ

宏宏

吉吉
よしづみよしづみ

積積　　毅毅
つよしつよし

足足
あ だ ちあ だ ち

立立　　嘉嘉
よしまさよしまさ

正正

広広
ひ ろ たひ ろ た

田田　まゆみ　まゆみ家家
い え だい え だ

田田　　優優
ゆ う きゆ う き

樹樹 東東
ひがしさかひがしさか

坂坂　　範範
の り おの り お

雄雄

大大
おおしまおおしま

嶋嶋　　恵恵
け い こけ い こ

子子

市民の意見内容は効果
的に届けているのか

意見交換の意味や効果性を

再考すべき。

議員の

　　視点

須須
す は らす は ら

原原　　弥弥
や よ いや よ い

生生

十十
と く らと く ら

倉倉　　浩浩
ひろしひろし

太太
お お たお お た

田田　　一一
いっせいいっせい

誠誠

大大
おおがきおおがき

垣垣　　利利
としあきとしあき

明明

高高
たかはしたかはし

橋橋　まみ　まみ

市内の避難所に WiFi 環
境が設置されているか

WiFi は災害時の行政から

のニュース、気象のリアル

タイム情報や家族安否確認

など「情報インフラ」とし

て極めて重要である。

小・中学生の自治会
インターンシップの導入

丹波市でも実行したい事項

である！島根県益田市では

総合学習の時間で、地域に

浸かり、未来を描くプログ

ラムを実施している。

大企業を誘致する施策
はあるのか

円安傾向と地政学的リスク

の高まりを受け、企業に国

内回帰の動きがある。この

好機を捉え、より戦略的施

策にて企業を誘致すべき。

市民との意見交換会の
参加人数が少ない

市民の皆様が参加したいと

思える会へ、再考する時と

感じている。

避難ルートや避難所の
見直しが必要では

災害対策基本法の改正に基

づき、特に避難に配慮が必

要な方のための避難ルート

や、一部の避難所の安全性

の確認が急がれている。

人口減少、若者が地域
に参加できるように

若者が地域に参加すること

はとても重要だが、逆に若

者が参加したくなるイベン

トを地域と若者で作りあげ

る必要がある。

　意見交換会では皆様からたくさんの声を伺うこ

とができました。今回は、議員の印象に残った意

見とその意見を選んだ理由についてご紹介します。

ゴミ減量化を目指して
できる取組

自然から出る草や雑木等を燃

やすゴミにせず、個人で持ち

込める集積場を各町に設置

し、堆肥化して市民活用でき

る資源として再利用！

自治会委託している河
川草刈り単価の見直し

シルバー人材センター単価

並びに事業者単価との差額

が大きく、実費・人件費上

昇を踏まえ、自治会単価を

見直す時期にきている。

緊急時の避難所におけ
る維持管理は

避難所は活用の有無により

管理する体制が違うが、緊

急時の避難所に変わりな

く、常に避難できる状態で

の管理が必要である。

自治会の役を複数兼任
する状態が起きている

高齢化や若い人が減少し、

役のなり手不足を毎回多く

聞く。市全域は同様の悩み

があり、複数の自治会で対

応できないか検討すべき。

高齢者の話し合いや
食事に市の補助を

高齢者の心配はフレイルと

認知症だ。有効なのは何人

か集まって食事や話し合う

ことだ。そういうところに

補助を出してほしいと思う。

デマンドタクシーの
旧町域の制限解除を

一部地域は、医療センター

や大型スーパーに直行でき

る。他は乗継ぎや徒歩とな

る。市内どこからも公平に

利用ができるようにすべき。市内６地域の実情に合
わせた施策メニューを

地域課題については各自治

協等が主体となって取り組

まれているが、地域により

選択できる施策提案も今

後、必要と考える。

市の観光産業の考え方
はどうなっているのか

観光の基幹産業化を目指し

て施策展開しているが観光

課のイニシアチブが弱い。

しっかりと役割を認識し取

り組むべき視点である。

小・中学生に自治会へ
の興味を持たせる

若者の参加者から、地域参

加のきっかけづくりにイン

ターシップ制度の提案と、

若者が主体で地域づくりを

考えたいとの想いに感激。

都市との交流で団体で
食事する所が必要だ

丹波市に大型バスで来ても

食事は近隣の市へと流れて

いる。氷上町にあったやす

ら樹の再開を望む。

＊原稿は議員が各自作成しています。 ＊原稿は議員が各自作成しています。たんばりんぐ　　　2025 . 7　82 号5 たんばりんぐ　　　2025 . 7　82 号 4



ミライプロジェクトのあゆみミライプロジェクト 夢を語ろう語ろう　未来へつなごうつなごう　丹波市議会議会

ミミライプライプロロジジェクトェクト2025

若者若者と考える　みんなみんなで考える　丹波市の未来未来

市内３高校・特別支援学校生×福知山公立大学生×議員
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　全国から議会改革として注目されている丹波市議会
「ミライプロジェクト」のあゆみをご紹介します。

　市内３高校に加え、県立氷上特別支援学校高等部の生徒の皆さんにも参加
していただき、５月に「キックオフミーティング」、６・７月には「第２ステー
ジ」でオンライン会議、また現地視察や地域の方への聞き取りを実施したグ
ループもありました。
　８月には本会議場で政策提案をしていただきました。そして、高校生には
アンケート、大学生には感想、議員は報告書で振り返りを行いました。
　このミライプロジェクトの取組が評価され、第 19 回マニフェスト大賞「議
会改革部門」で最優秀賞を受賞しました。令和７年度はさらに進化させてま
いります。

平成 29 年度

平成 30 年度 

令和２年度

令和５年度

令和６年度

　平成 29 年 11 月に福知山公立大学の「まちかどキャンパス」模擬選挙＆フュー
チャーセッションを視察したことがきっかけでした。若者の主権者教育とし
て議会が関わる重要性を感じ、杉岡准教授に出会うきっかけとなりました。
　平成 30 年２月に丹波篠山市議会との合同研修を開催し、杉岡准教授に講演
いただきました。大学生・高校生・市議会議員の懇談会形式で、次年度に向
けて検討が始まりました。

　いよいよ丹波市議会「ミライプロジェクト」が始まりました。
　当初は市内３高校を順番に回る形で実施、大学生×高校生×市議会議員で「若
者と考える　みんなで考える　丹波市の未来」をグループワークで話し合い・
発表する、１日だけの取組でした。

　新型コロナウイルス感染症の影響で中止。

令和３年度～４年度
　ミライプロジェクトを継続するためオンライン形式での開催。

　市内３高校が同時参加し、本会議場で発表してもらう抜本的改革を実施し
ました。
　７月に「キックオフミーティング」でアイデアを出しあい、インターネッ
トツールを活用して提案を磨き上げ、10 月に本会議場で発表していただきま
した。提案された内容は所管の各常任委員会で検討し、高校生へ返答しました。

始まりまでの軌跡

ミライプロジェクト始動 ～

新型コロナウイルス感染症が流行

オンラインを活用

バージョンアップへチャレンジ

さらなる進化へ

　市議会議員として新たな視点や気づき
を得るとともに、若者の意見や考えが反
映される「丹波市づくり」につながるこ
とを目指しています。

　５月25日、春日住民センターにおいて
６グループ総勢 49 名で第１ステージの

「キックオフミーティング」が始まりました。
　福知山公立大学地域経営学部　准教授　
杉岡秀紀先生による「若者と考える　み
んなで考える　丹波市の未来」と題した
ミニ講話の終了後、グループワークを開
始。各班のテーマ発表は楽しみを感じさ
せるワクワクした内容でした。
　グループワークでは、福知山公立大学
生がファシリテーターとして活躍しても
らい、昨年も参加していただいた学生の
方からは「今年も楽しみに来ました」と
嬉しい言葉をいただきました。

令和７年度では、ミライプロジェクトを
さらに進めるため、「オンラインツール」、

「オンライン会議」や「フィールドワーク」、
第２ステージとして政策提案調整のため
の会議を新たに設けました。
　第３ステージは 11 月９日に本会議場で
各 班 か ら の 政 策 提 案 を 発 表 予 定 で す 。
例年どおり議員からの質問にも答えてい
ただきます。
　発表内容は「たんばりんぐ」１月号で
掲載させていただきますので、皆さん楽
しみにしてください。

「高校生が創る丹波の未来への

架け橋プロジェクト」として実現。

見事にギネス世界記録を達成！

■ 目的

■ 本年度もスタート

■ 新たなチャレンジ

実は今、

何かできないか

相談してるんですよ

高校生たちが協力して

何か１つのプロジェクトが

できたら楽しいのになぁ

高校生議員

議員も多数参加のきっかけに

（丹波栗を使ったモンブランを同時に食べる挑戦）

ミライプロジェクトの１コマ
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丹波市の未来について

話してみませんか？

あなたの声を

聴かせてください。

井

戸
端スタイル

市民との
意見交換会

５名以上でお集まりいただければ、
議員がお伺いします。

出張版

議員が伺います！あなたのもとへ / /

● 対 象 者

　 市内居住者・在勤在学の方またはふるさと住民登録をされている方。

　 市内に本拠地がある団体。

● 申込み方法

　 参加申込書に①～⑧の必要事項をご記入のうえ、丹波市議会事務局へご提出ください。

　 （郵送・ＦＡＸ・メール・申込みフォーム・事務局窓口へ持参のいずれかでお申込みください）

　 ① 代表者名

　 ② 代表者住所・電話番号・メールアドレス

　 ③ 団体名称（あれば）

　 ④ 意見交換したい主な関心分野（テーマ）

　 ⑤ 開催希望日時（90 分以内。３月・６月・９月・12 月の定例会以外の日程をご希望ください。）

　　　※ 第２希望まで記載してください。

　 ⑥ 開催希望場所

　　　市内の公共施設等とします。会場費が発生する場合は申込者の負担となります。

　 ⑦ 出席予定人数（５人以上）

　 ⑧ 議会関係者の傍聴の可否

● 申込期限

　 【10 ～ 11 月開催希望の場合】 ８月 31 日　　【１～２月開催希望の場合】 11 月 30 日

● 注意事項

　 ・意見交換会の進行は原則、申込者でお願いします。希望があれば議員が対応します。

　 ・市政全般について意見交換し、政策立案に繋げることを目的としています。

　   要望活動のみを目的とするもの、営利活動や宗教活動に類したもの等は受け付けません。

　 ・広報活動、記録のために録音、撮影をさせていただきます。

　 ・報道機関の取材がある場合がございますので、あらかじめご了承ください。

　 ・出席する議員の指名はできませんのでご了承ください。

意
見
交
換
会

意
見
交
換
会

ミ
ラ
イ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ギ
ロ
ン
の
論
点

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

審
議
結
果

政
務
活
動
費

お
知
ら
せ

消防団ポンプ自動車（水槽付・な
し）の車両総重量など規格相違と

その選定基準は何か。また、普通自動
車免許で従事できるか。

問

水槽なしの総重量は５トン未満
ですが水槽付は 900 リットルの

水を積載するため５トンを超えます。
車両の幅・高さの違いはありますが機
能面の大きな違いはありません。選定
基準は平成 20 年の審議会答申「新時代
に即した消防団組織について」を踏ま
え、同規格で選定し更新を行っていま
す。また、普通自動車免許では従事で
きないため、準中型免許取得補助制度
を周知し、対応します。

　消防団各部に配置している消防車両は、
20 年経過を目途に計画的に更新しており、
消防団員が安全に効果的に消防活動を行え
るよう新規車両や動力ポンプを購入する契
約の提案がありました。

消防団車両の購入契約は妥当か

答

６月定例会

論点！
ココがギロンの

納入期限が「令和９年３月 12 日」
と先であるがその理由は何か。

また、状況により契約金額が変わる場
合があるか。

問

これまでの納入実績を踏まえ、消
防車両の確保、加工、付属品の発

注など多くの工程に時間を要するため、
最大 20 ヶ月の納入期間をみています。
また、基本的には契約金額の変更はあ
りませんが、天災事変等不測の事件に
基づく経済情勢の激変によって、契約
金額が著しく不適当であると認められ
るときは、実情に応じ、双方協議の上、
変更することはあります。

答

意見交換会

申込みフォーム

総額
約１億
2,300万円

本庁舎・春日庁舎の建物構造体の
調査の目的は何か。地方自治法第

４条に基づき、まず整理すべきでない
か。調査前に、分庁舎か統合庁舎かと
いう庁舎整備の方向性を決めることが
大事ではないか。

問 施設を有効活用していくという
視点に基づき、庁舎整備の方向性

に影響がある本庁舎と春日庁舎が今後
どれくらいの期間、建物が使用できる
かを調査します。
　あらゆる可能性を含め、庁舎整備の
方向性を検討していくための基礎資料
とするために、今回提案しました。

　本庁舎・春日庁舎の建物構造体の調査として委託料
706 万 4 千円が補正予算として計上されました。

本庁舎 ・春日庁舎の建物調査、
その目的は

答
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コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

太
田
一
誠

酒
井
浩
二

奥
村
正
行

東
坂
範
雄

広
田
ま
ゆ
み

須
原
弥
生

大
嶋
恵
子

小
川
庄
策

前
田
安
城

家
田
優
樹

十
倉
　
浩

高
橋
ま
み

足
立
嘉
正

細
見
昭
文

西
本
嘉
宏

大
垣
利
明

■ 一般質問

消
防
水
利
設
置
基
準

防
火
水
槽
新
設
は
既

設
か
ら
２
８
０
ｍ
の

基
準
と
用
地
取
得
の
自
治

会
負
担
を
見
直
し
で
き
な

い
か
。住

宅
密
集
地
、
防
火

対
象
物
が
多
い
場
合

な
ど
、
消
火
活
動
の
円
滑

性
を
考
慮
し
て
対
応
し
て

い
ま
す
。
用
地
に
つ
い
て

は
、
応
益
性
の
観
点
か
ら

見
直
せ
ま
せ
ん
。

暫
定
例
規
の
廃
止
は

下
水
道
受
益
者
負
担

金
の
暫
定
例
規
見
直

し
は
ど
う
か
。

審
議
会
委
員
の
任
期

の
令
和
８
年
８
月
ま

で
に
答
申
を
い
た
だ
き
、

廃
止
を
含
め
新
た
な
制
度

を
構
築
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

地
方
自
治
法
第
４
条

に
、
事
務
所
の
位
置

に
つ
い
て
「
住
民
の
利
用

に
最
も
便
利
で
あ
る
よ
う

に
、交
通
の
事
情
、他
の
官

公
署
と
の
関
係
等
に
つ
い

て
適
当
な
考
慮
を
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ

る
。ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

市
民
の
利
便
性
を
考

え
る
の
で
あ
れ
ば
、

丹
波
市
内
ど
こ
で
あ
っ
て

も
地
域
的
な
こ
と
は
全
然

関
係
な
い
と
思
い
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
金

補
助
金
要
綱
で
１
団

体
に
つ
き
１
回
限
り

と
な
っ
て
い
る
。
見
直
し

す
べ
き
だ
。

他
市
の
状
況
も
参
考

に
し
な
が
ら
詳
細
な

制
度
設
計
を
進
め
ま
す
。

答

問

東
ひがしさか

坂　範
の り お

雄  議員

�

団
体
営
で
圃
場
整
備
し
た

共
用
部
分
の
権
利
関
係
？

旧
町
時
代
実
施
の
団

体
営
に
よ
る
圃
場
整

備
に
お
い
て
、
共
用
部
分

は
地
元
団
体
が
法
人
格
を

持
て
な
か
っ
た
た
め
、
旧

町(

市)

名
義
で
登
記
し

た
経
緯
が
あ
る
。
実
質
的

所
有
者
と
名
義
人
が
異
な

る
た
め
、
権
利
関
係
の
整

理
が
必
要
で
は
。

団
体
営
で
実
施
し
た

圃
場
整
備
の
経
緯
は

承
知
し
て
い
ま
す
が
、
団

体
組
織
の
リ
ス
ト
化
な
ど

の
管
理
は
し
て
い
ま
せ

ん
。
法
務
局
備
え
付
け
の

書
類
や
換
地
計
画
書
を
参

考
に
地
元
団
体
か
ら
相
談

が
あ
れ
ば
適
正
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

昨
年
度
に
続
き
、
令

和
７
年
度
も
青
垣
・

市
島
・
春
日
・
山
南
の
年

末
年
始
可
燃
ご
み
収
集
日

が
２
回
飛
ぶ
。
市
民
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

の
で
、
せ
め
て
ス
キ
ッ
プ

を
１
回
に
減
ら
せ
な
い

か
。
家
庭
菜
園
ご
み
の
取

り
扱
い
は
。

ご
み
収
集
に
つ
い
て

は
、
委
託
業
者
を
含

め
、
働
き
方
改
革
の
観
点

か
ら
、
年
末
年
始
に
ま
と

ま
っ
た
休
日
設
定
が
必
要

で
す
。
一
方
で
、
市
民
生

活
へ
の
影
響
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
両
者
の
バ
ラ
ン
ス

が
必
要
で
す
。
家
庭
菜
園

ご
み
の
受
け
入
れ
は
、
現

場
で
の
混
乱
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
困
難
と
考

え
て
い
ま
す
。

問

年
末
年
始
の
可
燃
ご
み

収
集
ス
キ
ッ
プ
回
数
削
減

広
ひ ろ た

田まゆみ  議員

�

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
た

啓
発
の
強
化
を

市
は
「
食
べ
き
り

運
動
協
力
店
」
や

「
30
・
10
運
動
」
の
推
進

を
し
て
い
る
が
、
成
果
は

あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
推

進
の
た
め
に
「
食
品
ロ
ス

削
減
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
導

入
を
考
え
な
い
か
。

「
30
・
10
運
動
」
の

推
進
と
「
食
べ
き
り

運
動
協
力
店
」
制
度
を
設

け
、
食
品
ロ
ス
削
減
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
制

度
は
報
告
を
求
め
て
い
な

い
の
で
、
成
果
の
把
握
は

で
き
て
い
ま
せ
ん
。今
後
、

関
係
団
体
と
連
携
し
、
推

進
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成
を

含
め
て
食
品
ロ
ス
削
減
に

向
け
た
啓
発
活
動
が
で
き

な
い
か
検
討
し
ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
は
胃
・

十
二
指
腸
潰
瘍
の
要

因
と
な
り
、
感
染
が
長
引

く
と
胃
が
ん
の
発
症
リ
ス

ク
を
高
め
る
た
め
、
若
年

期
に
除
菌
治
療
を
実
施
す

る
取
組
が
広
が
っ
て
い

る
。
丹
波
篠
山
市
で
は
平

成
26
年
か
ら
無
料
で
検
査

を
実
施
さ
れ
て
い
る
。
丹

波
市
で
も
実
施
で
き
な
い

か
。

ピ
ロ
リ
菌
検
査
は
、

国
に
お
い
て
現
時
点

で
死
亡
率
減
少
効
果
を
検

討
し
た
研
究
は
な
く
、
市

町
村
が
実
施
す
る
健
診
と

し
て
は
「
推
奨
し
な
い
」

と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
明
記

さ
れ
て
お
り
、
実
施
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

問

中
学
生
を
対
象
に
、

ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
実
施
を

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

奥
おくむら

村　正
まさゆき

行  議員

�

地
方
自
治
法
第
４
条
を

遵
守
し
統
合
庁
舎
建
設
を

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

問

答

答

今
あ
る
庁
舎
が
い
つ
ま
で

も
つ
か
が
前
提
に
な
る
と

思
い
ま
す

市
民
の
利
便
性
と
働
き
方

改
革
の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要

で
す

ピ
ロ
リ
菌
検
査
に
つ
い
て

は
、
国
の
動
向
等
を
注
視

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

答

問

答

問

答

ココココが聞きたい！一般質問

テーマは自由
質問する内容は、議
案とは関係なく議員
が自由に決め、「通告
書」に書いて締切日
までに提出します。

制限時間は 60 分
一人あたりの制限
時間は、市からの
答弁も含め 60 分
です。

ホームページに
質問項目を掲載

質問項目は、事前に
ホームページに掲載。
また、傍聴者には、
質問要旨をお渡しし
ています。

一般質問の様子（ライブ中継・録画映像）は市議会ホームページからみることができます。

［検索ワード］丹波市議会インターネット中継

一般質問は、議員が自分なりの問題意識を市政に投げかけ、市の見解を直接

求めることができる重要な機会です。私たちの生活に関わることについて

質問や提言を行いました。

太
お お た

田　一
いっせい

誠  議員

今回は

16 人の一般質問が

行われました！

�

入
の
推
進
で
電
力
施
策
に

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
電
力
事
業
化
が
考
え
ら

れ
る
が
市
の
考
え
方
は
。

丹
波
市
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
に
よ

り
未
利
用
材
を
活
用
し
た

Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
や
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
を
勧
め

て
い
ま
す
が
、
電
力
施
策

に
地
元
企
業
と
の
連
携
や

更
な
る
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
電
力
事
業
化
は

現
在
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

遠
阪
川
・
加
古
川
・

稲
土
川
の
今
後
の
河

川
整
備
の
対
応
は
。

河
川
内
の
土
砂
撤
去

や
雑
木
の
処
理
は
必

要
な
事
業
で
、
地
域
要
望

は
県
に
進
達
し
ま
す
。

こ
ど
も
食
堂
に
つ
い
て

こ
ど
も
食
堂
の
考
え

方
は
。

こ
ど
も
食
堂
の
運
営

団
体
に
対
す
る
運
営

費
の
補
助
事
業
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
実
施

団
体
と
連
携
し
、
こ
ど
も

だ
け
で
な
く
地
域
の
方
も

参
加
で
き
る
運
営
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

自
主
電
力
事
業
政
策
に
つ

い
て

丹
波
市
版
循
環
型
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
し

て
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

答 問

加
古
川
上
流
域
の
水
害

対
策
は

河
川
管
理
者
で
あ
る
県
の

河
川
整
備
計
画
で
整
備
済

み
区
間
と
聞
い
て
い
ま
す

自
治
会
管
理
の
防
犯
灯
へ

の
補
助
制
度
の
考
え
は

平
成
25
年
度
か
ら
平

成
27
年
度
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
向
け
、
補
助
事
業
を

行
な
っ
て
い
る
が
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
の
耐
用
年
数
を
約
８
年

後
に
迎
え
、
一
斉
に
機
器

交
換
の
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
対
応
予
定
は
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
り
、

電
気
代
や
球
替
え
な

ど
の
維
持
管
理
経
費
が
削

減
さ
れ
、
自
治
会
の
負
担

は
以
前
に
比
べ
軽
減
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

分
を
更
新
費
用
に
充
て
て

い
た
だ
く
よ
う
説
明
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
よ
っ

て
、
更
新
補
助
制
度
を
設

け
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

計
画
策
定
時（
Ｒ
３
）

以
降
の
開
発
行
為
の

影
響
に
よ
り
雨
水
貯
留
量

が
25
ｍ
プ
ー
ル
約
８
杯
分

減
少
し
て
い
る
。
そ
の

間
、
水
路
拡
幅
や
校
庭
貯

留
計
画
、
各
戸
雨
水
タ
ン

ク
設
置
補
助
の
考
え
も
な

い
が
、
国
の
有
利
な
起
債

活
用
で
浸
水
対
策
を
積
極

的
に
進
め
な
い
か
。

水
路
拡
幅
な
ど
の
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
短
期
計
画
で
既
存
施

設
を
活
用
し
、
浸
水
被
害

軽
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

校
庭
貯
留
の
計
画
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
学
校
の
大
規

模
改
修
や
長
寿
命
化
工
事

の
ほ
か
、
庁
内
会
議
の
中

で
関
係
課
と
協
議
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問

答

酒
さ か い

井　浩
こ う じ

二  議員

�

内
水
に
よ
る
浸
水
対
策
の

取
組
を
強
化
す
べ
き
だ

重
要
性
を
認
識
し
、
庁
内

会
議
で
協
議
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す

答

問

問

問答

問

答

現河川の状況

答問

答
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コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

太
田
一
誠

酒
井
浩
二

奥
村
正
行

東
坂
範
雄

広
田
ま
ゆ
み

須
原
弥
生

大
嶋
恵
子

小
川
庄
策

前
田
安
城

家
田
優
樹

十
倉　

浩

高
橋
ま
み

足
立
嘉
正

細
見
昭
文

西
本
嘉
宏

大
垣
利
明

■ 一般質問

家
い え だ

田　優
ゆ う き

樹  議員

�

職
員
の
研
修
、
引
き
継
ぎ

の
体
制
に
つ
い
て

４
月
３
日
に
全
体
研

修
、
５
月
上
旬
に
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
。
研

修
前
に
現
場
に
出
て
い
る

状
況
に
対
し
て
、
課
題
を

感
じ
て
い
る
か
。

日
常
業
務
の
中
で
の

先
輩
上
司
の
指
導
に

て
、
力
量
の
向
上
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
状
の
体
制

を
変
え
る
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。引

継
ぎ
に
つ
い
て
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
す
仕
組

み
は
設
け
て
い
る
の
か
。

引
き
継
ぐ
項
目
は
統

一
し
て
い
ま
す
が
、

各
所
属
の
業
務
内
容
は
千

差
万
別
で
あ
る
た
め
、
引

継
ぎ
の
仕
組
み
は
各
部
署

の
実
情
に
応
じ
た
も
の
と

し
て
い
ま
す
。

住
生
活
基
本
計
画
に

記
載
の
お
試
し
住
宅

の
進
捗
は
。

若
者
向
け
の
お
試
し

住
宅
の
募
集
を
実
施

し
、
入
居
の
申
し
込
み
は

あ
り
ま
せ
ん
。

単
身
者
向
け
の
お
試

し
移
住
制
度
な
ど
の

利
活
用
に
対
し
て
の
考
え

は
ど
う
か
。

実
現
可
能
な
も
の
は

検
討
し
ま
す
。

問

若
者
移
住
促
進
の
た
め
、

市
営
住
宅
の
規
制
緩
和
を

十
と く ら

倉　浩
ひろし

  議員

�

栄
養
教
諭
や
学
級
担

任
か
ら
好
き
嫌
い
や

栄
養
の
大
切
さ
等
を
学
ぶ

食
育
を
通
し
て
、
一
人
ひ

と
り
の
児
童
生
徒
が
し
っ

か
り
給
食
を
食
べ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
防
災
基
盤
の
整
備
を

「
丹
波
市
地
域
防
災

計
画
」に
お
い
て
も
、

様
々
な
整
備
・
推
進
計
画

が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
計

画
が
進
ん
で
い
る
か
。

機
能
保
持
が
求
め
ら

れ
る
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
・
強
化
に
つ
い
て
完
了

し
た
も
の
、
整
備
中
の
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後

も
地
域
防
災
基
盤
の
強
化

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

負
担
軽
減
が
可
能
な

業
務
と
し
て
、
給
食

時
間
に
配
慮
し
た
支
援
が

市
と
し
て
必
要
で
は
な
い

か
。

こ
ど
も
た
ち
自
身
が

配
膳
す
る
こ
と
が
基

本
と
考
え
ま
す
が
、
学
校

個
々
の
事
情
も
考
慮
し
、

配
膳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来

て
い
た
だ
く
と
い
う
ア
イ

デ
ア
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

食
べ
残
し
（
残
食
）

を
一
定
量
削
減
す
る

た
め
の
具
体
的
な
取
組
は

な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

問

公
立
小
学
校
の
給
食
配
膳

支
援
に
つ
い
て

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

前
ま え だ

田　安
や す き

城  議員

�

丹
波
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
里

の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

問答

重
要
な
拠
点
施
設
に
な
る

よ
う
、
努
め
ま
す

条
件
緩
和
と
新
た
な
取
組

の
検
討
を
進
め
ま
す

配
膳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来

て
い
た
だ
く
と
い
う
ア
イ

デ
ア
も
考
え
ら
れ
ま
す

答

答

答

問

次
期
指
定
管
理
の
選

定
方
法
の
考
え
方
は
。

今
の
指
定
管
理
者
の

努
力
と
功
績
は
素
晴

ら
し
い
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
評
価
委
員
会
よ

り
、
特
例
導
入
が
適
当
と

の
結
果
を
受
け
、
引
き
続

き
丹
波
ふ
る
さ
と
振
興
株

式
会
社
と
市
民
へ
の
還
元

や
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用

を
念
頭
に
協
議
し
ま
す
。

春
日
地
域
小
学
校
の
今
後

に
つ
い
て

統
合
検
討
委
員
会
で

は
、
春
日
地
域
全
体

と
船
城
地
区
の
ど
ち
ら
を

先
行
で
考
え
る
の
か
。

統
合
検
討
委
員
会
の

協
議
の
進
み
方
に
よ

り
ま
す
が
、
船
城
地
区
の

要
望
を
念
頭
に
置
い
た
上

で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

春
日
イ
ン
タ
ー
や
一

般
道
の
渋
滞
に
伴
う

情
報
発
信
な
ど
の
対
策
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

本
年
１
月
か
ら
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
と
協

議
を
重
ね
、
渋
滞
予
測
の

事
前
発
信
、
混
雑
状
況
を

表
示
す
る
電
光
掲
示
車
の

配
置
等
、
適
宜
情
報
を
提

供
す
る
方
向
で
調
整
し
て

い
ま
す
。
丹
波
警
察
署
と

は
「
迂
回
路
」
の
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

利
益
が
多
く
出
た
場

合
、
市
へ
還
元
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

指
定
管
理
協
定
で
定

め
、
協
議
の
中
で
運

営
状
況
を
考
慮
し
、
利
益

の
一
部
を
納
付
い
た
だ
く

事
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

答

問

問

答問答

漢
方
の
里
総
合
運
動

公
園
は
、
地
域
に
根

ざ
し
た
地
域
の
宝
で
あ

る
。
薬
草
・
児
童
公
園
等

ゾ
ー
ン
の
児
童
公
園
や
池

と
水
車
小
屋
の
整
備
が
必

要
で
は
な
い
か
。

薬
草
・
児
童
公
園
等

ゾ
ー
ン
の
整
備
に
つ

い
て
は
老
朽
化
し
て
い
る

遊
具
は
撤
去
し
ま
し
た
。

野
外
ト
イ
レ
は
改
修
し
て

完
了
し
て
い
ま
す
。
新
た

な
整
備
は
予
定
し
て
い
ま

せ
ん
。

■ 一般質問

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

須
す は ら

原　弥
や よ い

生  議員

�

感
染
症
の
動
向
や
健

康
福
祉
事
務
所
か
ら

の
通
知
な
ど
を
参
考
に
、

流
行
期
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
注
意
喚
起
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
予
防
を
図
る
た

め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
の

助
成
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

現
在
、
国
で
は
Ｒ
Ｓ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

は
任
意
接
種
と
し
て
実
施

さ
れ
て
お
り
、
定
期
接
種

化
に
か
か
る
検
討
が
行
わ

れ
て
い
る
た
め
、
国
の
動

向
等
を
注
視
し
た
い
と
考

え
て
お
り
、
現
時
点
で
の

助
成
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

主
に
喫
煙
等
で
肺
機

能
が
低
下
す
る
慢
性

閉
塞
性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｄ
）
の
死
亡
率
は
県
数
値

を
上
回
っ
て
い
る
。
予
防

の
取
組
は
。

喫
煙
に
よ
る
健
康
へ

の
悪
影
響
を
広
く
周

知
・
啓
発
し
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

の
原
因
や
早
期
発
見
の
重

要
性
、
死
亡
率
等
を
出
前

健
康
教
室
や
保
健
指
導
で

伝
え
、
喫
煙
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

呼
吸
器
感
染
症
の
原

因
ウ
イ
ル
ス
の
一
つ

で
、
基
礎
疾
患
が
あ
る
高

齢
者
の
重
症
化
も
見
ら
れ

る
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
周
知
と
注
意
喚
起
を
。

答 問

高
齢
者
の
肺
炎
予
防
で

健
康
寿
命
の
延
伸
を

問

大
おおしま

嶋　恵
け い こ

子  議員

�

公
園
に
木
材
を
使
用

し
た
手
作
り
ベ
ン
チ

の
増
設
が
で
き
な
い
か
。

木
製
ベ
ン
チ
の
増
設

計
画
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
が
、
漢
方
の
里
総
合
運

動
公
園
オ
ー
プ
ン
後
の
利

用
状
況
を
見
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

市
道
設
置
看
板
の
新

名
称
へ
の
変
更
に
つ

い
て
考
え
を
伺
い
た
い
。

名
称
変
更
に
つ
い
て

調
査
・
調
整
を
進
め

て
い
ま
す
。
案
内
看
板
に

つ
き
ま
し
て
は
、
市
内
に

設
置
さ
れ
て
い
る
看
板
や

そ
の
土
地
の
所
有
者
に
つ

い
て
調
査
を
進
め
て
お

り
、
随
時
対
応
し
て
い

く
方
向
で
検
討
し
て
い
ま

す
。

漢
方
の
里
総
合
運
動
公
園

の
整
備
に
つ
い
て

答

肺
炎
の
要
因
と
な
る
疾
患

を
予
防
す
る
た
め
、
周
知
、

啓
発
に
努
め
ま
す

令
和
８
年
４
月
か
ら
の

オ
ー
プ
ン
に
向
け
整
備
を

進
め
て
い
ま
す

小
お が わ

川　庄
しょうさく

策  議員

�

が
丹
波
市
の
観
光
周
遊
に

繋
が
る
取
組
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

母
子
家
庭
等
の
応
援
施
策

母
子
家
庭
等
の
大
学

ま
で
の
医
療
費
負
担

軽
減
の
検
討
は
さ
れ
た
の

か
。
他
の
支
援
も
何
で
も

や
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

福
祉
施
策
と
し
て
、

母
子
家
庭
等
の
医
療

費
の
負
担
軽
減
を
検
討
す

る
議
論
に
は
至
っ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
丹
波

市
の
子
育
て
支
援
施
策
は

他
市
町
に
は
引
け
を
取
ら

な
い
と
自
負
し
て
い
ま
す

が
、
今
の
ま
ま
で
い
い
と

は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
も
支
援
の
方
法
を
い
ろ

ん
な
視
点
を
も
っ
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

廃
校
施
設
は
管
理
者

の
あ
る
な
し
に
関
わ

ら
ず
避
難
所
で
あ
る
。
防

災
上
、
避
難
所
は
即
使
用

で
き
る
維
持
管
理
の
考
え

方
が
必
要
で
は
。

廃
校
施
設
の
管
理
業

務
と
防
災
上
の
拠

点
・
避
難
所
の
考
え
方
は

趣
旨
が
違
い
ま
す
。
改
め

て
現
場
に
向
か
い
、
い
ざ

と
い
う
時
に
使
え
る
避
難

所
設
備
の
維
持
管
理
を
確

認
し
て
い
き
ま
す
。

観
光
周
遊
の
向
上
へ

観
光
周
遊
に
向
け
、

Ｅ
Ｖ
自
動
車
充
電
設

備
の
充
実
が
必
要
で
は
。

観
光
振
興
計
画
に
も

観
光
設
備
の
充
実
の

項
目
は
あ
り
ま
す
が
、
Ｅ

Ｖ
充
電
器
の
記
載
は
あ
り

ま
せ
ん
。
Ｅ
Ｖ
ユ
ー
ザ
ー

問

廃
校
施
設
の
維
持
管
理
の

考
え
方
は

問

答

答

長
期
的
な
利
活
用
が
決
ま

る
ま
で
、
設
備
の
不
具
合

の
修
繕
等
は
行
い
ま
せ
ん

答

答

問

問

問

答問答

問

答

朽ちた水車小屋

公立小学校の給食風景

問答

答 問

問答

市営住宅

答 問
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コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

太
田
一
誠

酒
井
浩
二

奥
村
正
行

東
坂
範
雄

広
田
ま
ゆ
み

須
原
弥
生

大
嶋
恵
子

小
川
庄
策

前
田
安
城

家
田
優
樹

十
倉　

浩

高
橋
ま
み

足
立
嘉
正

細
見
昭
文

西
本
嘉
宏

大
垣
利
明

本
年
度
、
大
阪
・
関

西
万
博
を
契
機
に
観

光
振
興
施
策
を
展
開
さ
れ

て
い
る
が
、
市
外
で
の
誘

客
促
進
事
業
の
現
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

７
月
末
ま
で
大
阪
市

内
各
所
に
お
い
て
タ

ン
バ
フ
ェ
ス
を
開
催
し
、

丹
波
市
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
ま
す
。
現
時
点
で
万

博
た
ん
ば
コ
イ
ン
の
応
募

が
約
１
，
１
０
０
件
、
周

遊
バ
ス
旅
行
の
申
請
が
18

件
。
レ
ン
タ
カ
ー
等
に
よ

る
周
遊
旅
行
促
進
事
業
補

助
金
は
17
件
の
申
請
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
引

き
続
き
、
関
係
団
体
等
へ

周
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
市
内
周
遊
の
促

進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■ 一般質問

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

高
たかはし

橋　まみ  議員

�

農
業
施
策
に
つ
い
て
帰
っ

て
こ
い
よ
と
言
え
る
親
元

就
農
支
援
の
拡
充
を

農
業
次
世
代
人
材
資

金
の
親
元
新
規
就
農

支
援
拡
大
に
伴
い
、
丹
波

市
独
自
の
支
援
策
は
あ
る

か
。

担
い
手
を
確
保
す
る

施
策
を
進
め
る
中

で
、
効
果
や
成
果
を
検
証

し
つ
つ
、
随
時
見
直
し
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

給
食
の
地
場
産
率
は

向
上
し
た
い
と
考
え

る
か
。
ま
た
食
育
の
観
点

か
ら
は
ど
う
か
。

目
標
数
値
を
30
％
と

設
定
し
て
い
る
中
で

達
成
率
を
引
き
上
げ
る
た

め
に
工
夫
を
重
ね
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ

と
で
、
大
切
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
、
地
場
農

家
と
の
交
流
も
大
切
に
し

な
が
ら
食
育
の
観
点
か
ら

も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

答 問

学
校
給
食
の
地
場
産
率
の

向
上
に
向
け
て

問

足
あ だ ち

立　嘉
よしまさ

正  議員

�

有
収
率
向
上
に
向
け
た
積

極
的
な
取
組
を

上
水
道
事
業
の
有
収

率
の
低
下
が
経
営
に

与
え
る
現
状
と
経
営
改
善

に
向
け
た
取
組
を
ど
う
し

て
い
く
の
か
。

本
市
の
有
収
率
は
、

管
路
の
老
朽
化
に
よ

る
漏
水
の
多
発
に
よ
り

年
々
低
下
し
て
お
り
、
６

期
連
続
で
赤
字
で
す
。
今

後
は
給
水
人
口
の
減
少
に

伴
う
水
需
要
の
縮
小
を
見

据
え
、
水
道
施
設
の
統
廃

合
や
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ

を
進
め
、
施
設
の
更
新
費

用
、
維
持
管
理
費
の
削
減

を
図
る
と
と
も
に
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
先
進
技
術
の
導

入
を
検
討
し
、
有
収
率
の

向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

大
阪
・
関
西
万
博
を
契
機
と

し
た
誘
客
促
進
に
つ
い
て

答

地
場
産
率
を
上
げ
る
こ
と

は
非
常
に
大
き
い
効
果
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す

市
内
外
の
催
事
に
お
い
て

丹
波
市
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す

細
ほ そ み

見　昭
あきふみ

文  議員

�

11
の
事
業
所
が
算
定

可
能
な
加
算
を
取
得

す
る
等
、
工
夫
さ
れ
て

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
い
た
だ

い
て
い
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
訪
問
介
護
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
市
は
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
、
事

業
者
の
運
営
等
を
助
言
で

き
る
体
制
を
常
に
確
保
し

て
お
り
ま
す
。
減
収
分
の

補
て
ん
は
、
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

市
社
会
福
祉
協
議
会

の
介
護
職
員
初
任
者

研
修
に
市
か
ら
講
師
派
遣

を
し
て
は
ど
う
か
。

福
祉
人
材
の
確
保
と

い
う
観
点
で
、
改
め

て
講
師
派
遣
を
検
討
し
ま

す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

３
万
円
未
満
の
補
聴

器
が
あ
る
こ
と
や
片
耳
が

70
㏈
以
上
で
他
耳
が
70
㏈

未
満
の
場
合
も
助
成
対
象

に
な
る
こ
と
を
追
記
し
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
チ
ラ

シ
を
全
戸
に
配
布
し
て
は

ど
う
か
。

追
記
に
つ
い
て
、
多

く
の
申
請
に
繋
が
る

よ
う
検
討
し
ま
す
。
チ
ラ

シ
の
全
戸
配
布
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
身
近
な
支

援
者
に
説
明
し
、
周
知
を

お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

訪
問
介
護
に
つ
い
て

政
府
が
訪
問
介
護
の

報
酬
を
２
％
ほ
ど
引

き
下
げ
た
が
、
訪
問
介
護

事
業
所
の
現
状
と
支
援
に

つ
い
て
の
市
の
考
え
は
。

ま
た
、
市
で
減
収
分
を
補

て
ん
で
き
な
い
か
。

問

高
齢
者
補
聴
器
助
成
の

市
民
へ
の
周
知
は

問答

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市

の
広
報
な
ど
で
周
知
し
ま

す

答

答 問

答 問 答

問

■ 一般質問

大
おおがき

垣　利
としあき

明  議員

�

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
で

は
、
部
活
場
所
や
使

用
す
る
道
具
類
、
消
耗
品

や
指
導
者
報
酬
、
運
営
費

等
に
か
か
る
費
用
が
発
生

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
ら
全
て
を
受
益

者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と

は
、
家
庭
へ
の
負
担
を
増

大
さ
せ
、
経
済
格
差
に
よ

る
体
験
格
差
を
生
み
出
し

か
ね
ま
せ
ん
。
本
市
に
お

い
て
も
関
係
部
署
と
十
分

に
協
議
し
、
受
益
者
負
担

と
公
費
負
担
と
の
バ
ラ
ン

ス
等
の
費
用
負
担
の
あ
り

方
を
慎
重
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

外
部
委
託
し
た
際
、

ク
ラ
ブ
に
参
加
す
る

活
動
日
及
び
活
動
時
間
は

決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

現
在
、
市
内
全
中
学

校
に
お
い
て
、「
丹

波
市
立
中
学
校
運
動
部
、

文
化
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
則
り
、
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は

長
期
休
業
中
を
含
め
、
週

あ
た
り
２
日
以
上
の
休
養

日
を
設
定
し
、
１
日
の
活

動
時
間
は
平
日
２
時
間
程

度
、
休
日
３
時
間
程
度
と

し
て
い
ま
す
。
地
域
展
開

後
も
適
切
な
休
養
日
の
設

定
を
求
め
る
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。

部
活
動
が
地
域
展
開

さ
れ
た
際
、
地
域
ク

ラ
ブ
や
保
護
者
へ
の
公
費

負
担
は
考
え
て
い
る
の

か
。 問

中
学
校
に
よ
る

地
域
展
開
と
方
向
性

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

西
にしもと

本　嘉
よしひろ

宏  議員

�

工
事
等
の
市
内
事
業
者
へ

の
受
注
機
会
の
拡
大
を

問

答

条
例
※
に
基
づ
き
、
受
注

機
会
の
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す

協
議
体
発
足
後
、
定
期
的

に
会
を
開
催
し
、
協
議
、

検
討
し
ま
す

答

成
と
連
携
③
親
へ
の
支

援
と
安
心
感
を
増
や
す

支
援
④
不
登
校
特
例
校

（
学
び
の
多
様
化
学
校
）

の
開
設
は
。

①
不
登
校
の
増
加

に
は
歯
止
め
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。
教
職

員
の
研
修
や
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
の
相
談
支
援

に
努
め
て
い
ま
す
。
②

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
補

助
の
予
定
は
現
時
点
で

あ
り
ま
せ
ん
。
③
親
へ

の
支
援
は
懇
談
や
訪
問

時
に
「
レ
イ
ン
ボ
ー
」

の
情
報
な
ど
を
届
け
て

い
ま
す
。
④
不
登
校
特

例
校
（
学
び
の
多
様
化

学
校
）
は
、
県
や
他
市

の
動
向
等
も
含
め
、
情

報
収
集
に
努
め
ま
す
。

条
例
※
は
、「
工
事

の
発
注
、
物
品
及
び

役
務
の
調
達
等
に
あ
た
っ

て
、
受
注
機
会
の
拡
大
に

努
め
る
」
と
明
記
し
て
い

る
。
市
内
建
設
関
係
の
請

負
が
少
な
く
、
廃
業
す
る

事
業
者
も
あ
る
と
聞
い
て

い
る
が
ど
う
か
。

従
来
か
ら
本
条
例
※

を
最
優
先
に
市
内
業

者
へ
の
受
注
機
会
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

登
録
事
業
者
数
は
、
３
者

の
減
少
と
併
せ
て
新
規
の

登
録
者
も
一
定
数
確
認
し

て
お
り
ま
す
。

不
登
校
に
つ
い
て

①
不
登
校
の
現
状
と

推
移
は
。
子
ど
も
の

権
利
尊
重
と
安
心
し
で
き

る
支
援
②
民
間
「
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
」
へ
の
公
的
助

問答問

答

中学校給食の一例

※ 条例：中小企業・小規模企業振興基本条例。平成 28 年９月 29 日に議員提案で制定された。

子
ど
も
の
豊
か
な
学
び
と
育
ち
を

保
障
す
る
た
め
の
令
和
８
年
度

政
府
予
算
に
係
る
意
見
書

請
願
者
：
兵
教
組
氷
上
教
職
員
組
合

　
学
校
現
場
で
は
い
じ
め
、
不
登
校
、
教

職
員
の
長
時
間
労
働
や
未
配
置
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
自

治
体
の
財
政
状
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
国

ど
こ
に
住
む
子
ど
も
で
も
一
定
水
準
の
教

育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
憲
法
上
の
要
請

と
し
て
い
る
観
点
か
ら
、
令
和
8
年
度
政

府
予
算
編
成
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
よ
う

強
く
求
め
ま
す
。

		 		

		


		


		


		


		


		
可  決

意見書

賛成多数

意見書全文

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

　
請
願
者
に
参
考
人
と
し
て
委
員
会
に
ご
出

席
い
た
だ
き
、
願
意
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
国
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
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意
見
交
換
会

意
見
交
換
会

ミ
ラ
イ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ギ
ロ
ン
の
論
点

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

審
議
結
果

政
務
活
動
費

お
知
ら
せ

賛否が分かれた議案と審議結果

議　　　案
結　

果

賛　

成

反　

対

須
原
弥
生

十
倉　

浩

太
田
一
誠

大
垣
利
明

高
橋
ま
み

前
田
安
城

小
川
庄
策

奥
村
正
行

細
見
昭
文

西
本
嘉
宏

酒
井
浩
二

吉
積　

毅

足
立
嘉
正

家
田
優
樹

広
田
ま
ゆ
み

東
坂
範
雄

大
嶋
恵
子

谷
水
雄
一

補
正

予
算 一般会計（第２号）

原案
可決

14 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 議

長

請
願

子どものゆたかな学びと育ち
を保障するための 2026 年度
政府予算に係る意見書採択の
請願

採択 14 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議

長

意
見
書

子どもの豊かな学びと育ちを
保障するための令和８年度
政府予算に係る意見書

原案
可決

14 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議

長

　※ ○は賛成、●は反対、 は賛成・反対討論を行った議員。

　※ 議長は議事進行を行うため、特別多数議決を除き原則として採決には加わりません。

　　 賛否同数の場合のみ議長は裁決を行います。

全員賛成で可決・承認・採択した議案

議　　　案

契
約
締
結

〇 竹山小学校屋内運動場他改修及び
　 エレベーター設置工事

〇 消防団ポンプ自動車（水槽付）購入

〇 小型動力ポンプ普通積載車等購入

〇 消防団ポンプ自動車購入

契
約
変
更

〇 市島複合施設（仮称）建築工事
　 （建築）

〇 市島複合施設（仮称）建築工事
　 （電気設備）

そ
の
他

〇 旧慣による市有財産の使用権の廃止
　 （横田自治会）

議　　　案

補
正
予
算

〇 介護保険特別会計保険事業勘定
　 （第１号）

〇 看護専門学校特別会計（第１号）

条
例
改
正

〇 福祉医療費助成条例

〇 特別職に属する非常勤の職員の報酬
　 及び費用弁償に関する条例

〇 市税条例

承
認

〇 一般会計補正予算（第１号）の専決
　 処分の承認

〇 市税条例の一部を改正する条例の
　 制定に係る専決処分の承認

〇 地域経済牽引事業の促進による地域
　 の成長発展の基盤強化のための固定
　 資産税の課税免除に関する条例の
　 一部を改正する条例の制定に係る
　 専決処分の承認

〇 国民健康保険税条例の一部を改正
　 する条例の制定に係る専決処分の承認

６月定例会
議
案
の
審
議
結
果

可決
全員賛成で

会　派　名 人数 交付上限額 支出合計 未使用額

日本共産党議員団 ２ 90,000 77,820 12,180

　西本 嘉宏　細見 昭文   広報費（会派広報誌印刷代・折込料）  77,820

公　明　党 ２ 90,000 32,785 57,215

　十倉　 浩　須原 弥生

  調査研究・研修費  32,785
　■  縁結び課の取組について（1/29　兵庫県三木市）
　■  防災に関する取組について（1/29　兵庫県三木市）
　■  兵庫県立広域防災センターの取組及び設立の経緯に
　　  ついて施設見学（1/29　兵庫県立広域防災センター）
　■  人口減少時代の効果的な質問について
　　　・子育て支援、不登校支援
　　　・人口減少時代における人件費の考え方
　　　（1/31　オンライン研修）

無所属の会 ２ 90,000 3,280 86,720

　小川 庄策　奥村 正行   事業費他（コピー代）  3,280

丹・まごころ ３ 135,000 44,430 90,570

　前田 安城　大垣 利明
　高橋 まみ

  事業費他（コピー代・書籍代）  29,430
  調査研究・研修費  15,000
　■  地方議会特別セミナー「議員の資質向上と議会運営の
　　  基本について」（2/13　丹波篠山市）
　■  議会運営の基本セミナー「３月議案をすっきり読み
　　  解こう」（2/25　氷上住民センター）

丹　新　会 ７ 315,000 33,528 281,472

　吉積　 毅　足立 嘉正
　家田 優樹　大嶋 恵子
　酒井 浩二　東坂 範雄
　広田まゆみ

   調査研究・研修費  33,528
　■  地方議会特別セミナー「議員の資質向上と議会運営の
　　  基本について」（2/13　丹波篠山市）
　■  議会運営の基本セミナー「３月議案をすっきり読み
　　  解こう」（2/25　氷上住民センター）
　■  ますだひとまち集会 2025「地域と学校で作る」
　　  （3/1 ～ 3/2　島根県益田市）

無　会　派 １ 45,000 1,393 43,607

　太田 一誠

  調査研究・研修費  1,393
　■  縁結び課の取組について（1/29　兵庫県三木市）
　■  防災に関する取組について（1/29　兵庫県三木市）
　■  兵庫県立広域防災センターの取組及び設立の経緯に
　　  ついて施設見学（1/29　兵庫県立広域防災センター）

無　会　派 １ 45,000 2,445 42,555

　谷水 雄一

  調査研究・研修費  2,445
　■  縁結び課の取組について（1/29　兵庫県三木市）
　■  防災に関する取組について（1/29　兵庫県三木市）
　■  兵庫県立広域防災センターの取組及び設立の経緯に
　　  ついて施設見学（1/29　兵庫県立広域防災センター）

期間：令和７年１月 ～ 令和７年３月　　　　　　　　　　　 （単位：円） 政
務
活
動
費

１
人
あ
た
り
月
額
１
万
５
千
円
。

み
ん
な
何
に
使
っ
て
い
る
の
か
な
？

政務活動費

　「政務活動費」２つ のポイント

　　　議員一人あたり月額 1万５千円

　　　後払い精算方式
　　　　※ 未使用額は、次年度へは繰越されません。

１

２

※ ギカイクイズの答えは ③

審議結果はこちら 意見書はこちら

本会議での起立採決の様子
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教えて！教えて！

議議会会ワワーードド
No.16No.16

　どちらも市政などに関

する意見や要望を議会に

提出する制度です。

　「請願」は議員の紹介が必要ですが、

「陳情」は紹介が不要です。

請
せいがん

願と陳
ちんじょう

情ってなに？
高校生のアイデアでスタートした

「知ってる !? ギカイクイズ」。

今回で16 回目です。議員や市議会の

ことを知る良い機会ですので、ぜひ

皆さんで考えてみてください♪

ギカイクイズギカイクイズ

※ 答えは 17 ページの一番下

【問　題】

丹波市議会の議員 18 人の中で女性

は何人でしょうか？

①　  ９人

②　15 人

③　  ４人

知ってる!?

　マチイロは、全国 800 を

超える自治体で導入されてい

るスマートフォン用アプリで

す。広報たんばやたんばりん

ぐをスマートフォンで見るこ

とができます。

※「マチイロ」の利用料は無料
　　（通信費は利用者負担）

（注）アプリの運営会社が掲載する広告が

表示される場合がありますが、内容に関し

ては一切責任を負いません。

マチを好きになるアプリ
いつでも
どこでも

たんばりんぐ

たんばりんぐを
スマホへお届け

丹波市の明日がみえてくる /
/

傍聴傍聴 してみませんか?

傍聴者アンケートの結果（令和６年１月～令和６年 12 月）回答数 162 件

傍聴の回数Q 傍聴して気づいたことや市議会全般についてQ
・  住民が議会審議に関心を持ち、 傍聴などに

　 参加することは必要だと思っています。

・  議員さんが真摯に向き合っている様子を間近

　 に見て、 子どもに負を残さない話を聞き、

　 色々考えさせられました。

・  傍聴は大切な事だなぁと改めて思いました。

　 もっと多くの方が聞かれたら、 市当局、 議員

　 さんの様子も変わってくる。 市民のための

　 議員 ・ 市長 ・ 市議会であってほしいと思い

　 ます。

・  議会は市民の声の代表ではないのか。

　 もっと市民の要望を聞く努力をしてほしい。

　 個人のスタンドプレーの場ではない。

初めて
　36.4％

２～４回
　35.8％

５回以上
　27.8％

議員の発言内容Q
よくわかった
　19.8％

だいたいわかった
　60.5％

まったく
わからなかった
　5.6％

無回答
　14.2％

傍聴者入口の立札が目印

（車いす用のリフトも

あります）

傍聴席に座り

傍聴する

市役所３階で受付をして

資料を受け取る

傍聴者入口
から入る

少し高くなった傍聴席

からは、議場全体が

見渡せます。

１ ３２

事務局窓口でお声かけ

ください。

【 請願 】

・ 議会で審議され、採択された場合は、

　その結果が関係機関に送付され、実現

　に向けて働きかけが行われます。

・ 法的根拠：地方自治法に基づいた制度

【 陳情 】

・ 議会で審議されることもありますが、

　「請願」ほど厳格な手続きはとられない

　場合があります。

・ 法的根拠：「請願」ほど明確な法的根拠

　はありません。

児童・乳幼児 同伴の方の

傍聴ができます

　本会議場がある本庁舎３階の

議会事務局窓口でお声かけください。

手話通訳者を配置します

※ 議長の許可が必要となります。
　手話通訳を希望される方は傍聴を希望する日の

７日前までに、 議会事務局までお申し出ください。

　なお、 希望を受けてから手話通訳者の手配を行う

ため、 ご希望に添えない場合もございますので予め

ご了承ください。

意
見
交
換
会

意
見
交
換
会

ミ
ラ
イ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ギ
ロ
ン
の
論
点

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

審
議
結
果

政
務
活
動
費

お
知
ら
せ

９ 月定例会の日程

＊ 上記の日程は変更になる場合があります。

　 最新の情報はホームページなどでご確認ください。

日 月 火 水 木 金 土
8/31 １

本会議
議案提案
９：30 ～

２ ３
本会議
一般質問

（個人）
９：00 ～

４
本会議
一般質問

（個人）
９：00 ～

５
本会議
一般質問

（個人）
９：00 ～

６

７ ８
本会議
議案質疑
委員会付託
９：30 ～

９ 10
総務文教
常任委員会
９：30 ～

11
民生産建
常任委員会
９：30 ～

12
予算決算
常任委員会
９：30 ～

13

14 15 16
常任委員会
予備日

17
予算決算
常任委員会
９：30 ～

18
予算決算
常任委員会
９：30 ～

19
予算決算
常任委員会
９：30 ～

20

21 22
予算決算
常任委員会
９：30 ～

23 24
予算決算
常任委員会
予備日

25
予算決算
常任委員会
９：30 ～

26
予算決算
常任委員会
９：30 ～

27

28 29 30
本会議
議案採決
９：30 ～

10/1 ２ ３ ４

７月 29 日 （火）

午後８時30分～

 ※ 再放送は

８月 ３日 （日）

午前10時30分～

放送日

ＦＭ８０５たんば 
「 議員さん こんにちは ! 」で
「 たんばりんぐ 」情報発信中！
   議会をもっと身近に
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９月 次は９月定例会！

前年度の予算執行を

審査する「決算議会」

です。議員が市民目線

で議論します。

ぜひご注目ください。

12 月６月

３月

みんなの意見を
たんばりんぐに

下記の方法で意見の投稿を受け付けています。

　１．フォームで回答

　２．ＦＡＸ

　３．郵送

［ 

発
行
責
任
者 

］

議　

長　
　
　
　

谷
水　

雄
一

［ 

広
報
広
聴
委
員
会 

］

委  

員  

長　
　
　

家
田　

優
樹

副
委
員
長　
　
　

高
橋　

ま
み

委　
　

員　
　
　

十
倉　
　

浩

委　
　

員　
　
　

酒
井　

浩
二

委　
　

員　
　
　

吉
積　
　

毅

委　
　

員　
　
　

東
坂　

範
雄

委　
　

員　
　
　

大
嶋　

恵
子

発行：兵庫県丹波市議会

編集：広報広聴委員会

〒 669-3692 兵庫県丹波市

氷上町成松字甲賀１番地

TEL　0795-82-1472　

FAX　0795-82-1523　

E-mail：gikai@city.tamba.lg.jp

T A M B A R I N GT A M B A R I N G 8282

空き家活用の芸術

村で展示 ・ 制作 ・

図書交流をしたい

ミルネに婦人科外来を

設置し、 女性が安心して

受診できるようにして

ほしい

子どもの安全確保のため

通学路の一方通行化と

ガードレールを設置して

ほしい

県立 “年輪の里” に

市として活性化に

関わってほしい

①～④の事項をご記入ください。

① 氏名

② 年代

③ 連絡先電話番号 または メールアドレス

④ 市や議会に対する思い・意見

※ 投稿内容を正確に把握するため、

　 問い合わせをさせていただく場合が

　 あります。

※ 投稿内容は議会だよりに掲載される

　 ことがあります。掲載にあたり、

　 編集を行う場合がありますので

   ご了承ください。

【ＦＡＸ番号】０７９５－８２－１５２３

【郵  送  先】〒６６９－３６９２

 丹波市氷上町成松字甲賀１番地　丹波市議会事務局 宛

次回は

農業者の声を

募集します！


